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Many bird species use rivers and those surrounding environments such as sands, reed beds, forests, and 

mudflats as their breeding and resting habitats. To create better bird habitats through river restoration projects, we 
compiled a guidebook for river managers which summarized ecological knowledge on birds based on previous 
studies and our bird-censuses data at Tama, Yahagi, Suzuka, and Kumozu Rivers. 
 
［研究目的及び経緯］ 

河川環境は、一般に生態系の上位を占める、絶滅危

惧種等の希少種を含めた鳥類の重要な生息・繁殖地と

なっている。平成 9年の河川法改正以降、国土交通省

では、多自然川づくりや自然再生事業を通じて鳥類を

含めた生物の生息環境の保全・創出のための整備・管

理の取組を進めているが、このような取組をさらに効

果的に行うには、まずは鳥類が河川とその周囲の環境

をどのように利用しているかについての知見を整理す

ることが重要と考えられる。 

そこで本研究は、鳥類の生息と河川環境との関係を

量・質的な側面から明らかにし、河川管理者が個々の

河川や流域において効果的な環境保全方針を策定し取

組を実施する際に参照可能となる知見や情報を整理す

ることを目的に行った。 

 

［研究内容及び成果］ 

1. 河川を利用する鳥類の既存知見の整理 

河川水辺の国勢調査（鳥類調査）の過去の結果等を

もとに、採餌、休息（渡りの中継を含む）、繁殖等のた

めに河川を利用する鳥類として 251種を抽出し、既往

文献等を用いて種ごとの生態、希少性、河川環境の利

用形態、河川管理における配慮事項等についての情報

をシート形式で整理した（図-1）。 

 

2. 鳥類の河川環境の利用形態に関する現地調査 

関東から中部地方に位置する 4河川（多摩川、矢作

川、鈴鹿川、雲出川）の中流から河口域を調査対象と

し、主要な河川環境として水域、砂礫地、草地、河畔

林、干潟の 5 つに着目して、平成 30～令和元年度にか

け、季節ごと、春・秋季は渡り、夏季は繁殖、冬季は

越冬のために河川を利用する鳥類を把握するための現

地調査を定点又はルートセンサスにより行った。全体

で 135 種（16 目 39 科）の鳥類が確認され、水域では

水面で休息するカモ類や水際で採餌するサギ類等 36

種、砂礫地では当該環境への依存性の高いイカルチド

リ等 46種、草地ではヨシ原で繁殖するオオヨシキリや

越冬に利用するカシラダカ等 46種、河畔林ではオオタ

カやコゲラ等の森林性の鳥類を中心に 54種、干潟では

渡りに立ち寄るシギ・チドリ類等 63種がみられた。こ

れらの結果は、河川環境ごと、一覧表及び代表的な景

観と鳥類相を描いたイメージ図で整理した（図-2a）。 

図-1 鳥類シートの例 



 

 

3. 鳥類の生息と河川環境との関係の分析整理 

2.の鳥類調査の結果、及び河川水辺の国勢調査（環

境基図）や ALB計測データ等をもとに整理した河川内

外の環境に関する詳細データをもとに、現地調査で対

象とした河川環境ごと、主要な鳥類に着目して、鳥類

の出現有無や種数を目的変数、鳥類が確認された地点

の環境要素の種類・面積・質、周辺の一定範囲の環境

要素の構成比等を説明変数とした一般化線形混合モデ

ルを用いて定量的な分析を行った。 

その結果、一部の鳥類では有意な関係が見られた環

境要因があった（図-2b）。例えば、草地のヨシ原で繁

殖するオオヨシキリの出現については、4 種類の環境

要因のうち水面からの比高が負の、人の利用環境まで

の距離と周辺のヨシ・オギ群落の面積が正の方向に影

響していた（図-2c）。このうち周辺のヨシ・オギ群落

との関係をみると、100m圏内の面積が 2.1ha 以上で出

現確率が 50%を超えた（図-2d）。また、モデルによる

関係は見出せなかったものの、特定の植生への選好性

が示唆された鳥類もあり、例えば草地で繁殖するセッ

カは、オギ群落を好み、セイタカアワダチソウ群落を

避ける傾向がみられた（図-2e）。 

 

4. 鳥類に配慮した河川環境の整備・保全の事例調査 

治水事業や自然再生事業において鳥類を対象とした

河川環境の整備・保全がなされた国内における 13事例

を取り上げ、取組の背景や施工内容、鳥類に対する配

慮のために実施した内容、その成果と課題等について、

事業者へのヒアリング調査等により情報を収集し、シ

ート形式でとりまとめた。 

 

5. 技術資料の作成 

1.～4.の結果をもとに、河川管理者向けの技術資料

を作成した。本編は 3章構成とし、導入部の第 1章で

河川を利用する鳥類に着目する意義やその全国的な出

現動向を解説した後、第 2 章で、2.の現地調査及び 3.

の分析結果等をもとに、河川内における鳥類の環境利

用を踏まえた河川環境の整備・保全の配慮点を記した。

第 3章では、移動能力が高く河川区域を越えて生活す

る鳥類について良好な生息場の創出がより効果的なも

のとなるよう、河川外における鳥類の環境利用を踏ま

えた留意点の解説を加えた。また、資料編では 4.の事

例シート等、付録（別冊）では 1.の鳥類シートを収録

した。 

なお、河川を利用する鳥類の全国的な動向等につい

ては、土木研究所・河川生態チームとの共著によりと

りまとめを行った。 

 

［成果の活用］ 

技術資料は、「鳥類の良好な生息場の創出のための河

川環境の整備・保全の考え方」（国総研資料第 1094 号・

土研資料第 4395号）として公表した。今後、希少種等

に留まらず河川を利用する鳥類全般に関する資料とし

て、それぞれの現場において河川環境の整備・保全の

取組を行う際に広く参照されることが期待される。 

図-2 河川環境ごとの景観・鳥類相を整理したイメージ図と主な鳥類を対象とした分析結果の例 


